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1．チュートリアルの要点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



Gunma University Hospital SIC, Confidential

「オブジェクトデータベース」の最も重要な概念

https://qiita.com/torisan_/items/af07a05e352e3c63f742 にて⽂法解説中︕

Gunma University Hospital SIC, Confidential
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Gunma University Hospital SIC, Confidential

Gunma University Hospital SIC, Confidential

「IRIS Production」の概要
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IRIS for Health上に構築するコンポーネント概要(完成系)

 SQL.Patient

 SQL.PulseRate

 PROD.Production

 PROD.RESTServices  PROD.SQLTOFHIRProcess

 PROD.SQLOperation

 MSG.FHIRRequest  MSG.FHIRRequest

 MSG.Patient
 MSG.Observation

 MSG.ObservationList

 MSG.FHIRResource

 内部データベース
へのアクセス処理

 DTL.Patient

 DTL.ObservationList
 DTL.PulseRate

 メッセージを
FHIRに変換

 REST要求を
受け付けメッ
セージに変換

応答としてFHIR
を返す

① ②

③

④

⑤

⑥

Gunma University Hospital SIC, Confidential
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HL7 FHIRハンズオンチュートリアル
~第47回日本Mテクノロジー学会大会

上中 進太郎
 InterSystems Japan

チュートリアル Azure+IRIS開発環境セットアップ

 このパートでは、以下の流れに沿ってチュートリアルで使用するサー
バサイド環境を構築します。

1. Azure上でIRIS for Healthを含む仮想マシンを構成

2. IRIS for Healthを起動するためのファイル(docker起動ファイルや
評価ライセンス)を取得

3. クライアントで使用するInterSystems IRIS Studioをセットアップ
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チュートリアル環境 概要

 クラウドコンピューティング
プラットフォーム

仮想マシン上のLinux
オペレーティングシステム

Docker
Engine

Docker
Container

コンテナと呼ばれる仮想環境
を提供するソフトウェア

 皆様の端末

 InterSystems
IRIS Studio

 InterSystems製品用開発環境

 各種Webブラウザ

 IRIS管理ポータルにアクセス

 HTMLファイル

 クライアントプログラム

TCP/IP

FHIR

HTTP

チュートリアル IRIS for Health開発

 このパートでは、以下の流れに沿ってIRIS for Health上でテーブル
データをFHIR化するための開発を行います。

1. 患者テーブル作成とデータのインポート

2. REST ビジネスサービスの開発

3. テーブルからデータを取り出すビジネスオペレーションの開発

4. テーブルデータをFHIRのPatientリソースへマッピングするデータ
変化の開発
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IRIS Interoperability機能（簡易図）
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IRIS for Health上に構築するコンポーネント概要(完成形)

 SQL.Patient

 SQL.PulseRate

 PROD.Production

 PROD.RESTServices  PROD.SQLTOFHIRProcess

 PROD.SQLOperation

 MSG.FHIRRequest  MSG.FHIRRequest

 MSG.Patient
 MSG.Observation

 MSG.ObservationList

 MSG.FHIRResource

 内部データベース
へのアクセス処理

 DTL.Patient

 DTL.ObservationList
 DTL.PulseRate

 メッセージを
FHIRに変換

 REST要求を
受け付けメッ
セージに変換

応答としてFHIR
を返す
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IRISのREST機能の動作の仕組み

IRIS

②リクエスト

⑥レスポンス

CSPゲートウェイ

Webサーバ

①リクエスト
http://xx/emp/getemp

⑦レスポンス

① クライアントからREST用URLを要求
② CSPゲートウェイからIRIS for Health上サーバへ接続しリクエストを渡す
③ 指定されたURL専用のREST用ディスパッチクラスが起動
④ ディスパッチクラスにあるUrlMapを検索
⑤ 処理用メソッドを特定し起動
⑥ レスポンス（応答）をWebサーバへ返す
⑦ クライアントに結果を返す

④ UrlMap検索

⑤ メソッド起動
（レスポンスを作成）

③ REST用ディスパッチ
クラス起動
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FHIR Support in IRIS for Health
1. FHIR Server (FHIR Resource リポジトリ)

• FHIR データを蓄積/管理する機能（テーブル定義含む）
• 妥当性検証 (DSTU2/STU3)
• FHIR REST API (Create/Read/Update/Delete)

2. FHIR Clientアプリケーション構築機能

• FHIR Client components
― FHIR RESTful requestの送受信

3. FHIR オブジェクトプログラミング

• FHIR resourcesのオブジェクトモデル
• FHIR transactionsのメッセージモデル
• FHIRとSDA間のデータ変換（DTL)

― SDA: Summary Document Architecture

• HL7v2等の標準からの変換

4. FHIRベースの新しいIHEプロファイルへの対応

FHIR Repository!
FHIR データを貯める！取り出す！

FHIR Programming!
FHIRリクエストを投げる！

FHIRメッセージを組み立てる！
FHIRをオブジェクトで操作する！

FHIR Transform!
HL7v2/CDA/FHIR 間の変換！

SDA

HL7v2
CDA

FHIR
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IRIS for Health FHIR Resource Repositoryのご紹介

 FHIR RESTAPIに準拠した形式で、FHIR Resourceを蓄積し、検索することができる
FHIR Resource Repository機能も提供しています。

FHIR REST API
に準拠

 FHIRデータ
を永続化

/fhirserver/fhir/stu3/Patient/1

{ “resourceType”:”Patient”, }
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2．Microsoft Azure の設定手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



HL7 FHIR ハンズオンセミナー＠2019/9/14（日本Ｍテクノロジー学会） 

10 

 

1. Azure 管理画面から Marketplace を起動します 

 

 

2. 「InterSystems」で検索し、「InterSystems IRIS for Health」を選択します。 

現在「InterSystems IRIS for Health Community Edition」は利用できません。 

右側の同じ名称の「InterSystems IRIS for Health」は選択しないでください。 

 

 

3. 「事前設定された構成で開始する」を選択します 
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4. 最小構成にするため、「開発/テスト」「汎用 D シリーズ」を選択し、「VM の作成を続け

る」をクリックします 
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5. 仮想マシンの作成に必要なパラメータを入力します 

 

 

 

 

任意の管理者アカウント

/パスワードを設定 

確認および作成をクリック 

新規作成をクリックして任意の

名前のリソースグループを作成 

任意の仮想マシン名(IRISforHealth 推奨)を

入力し、地域には「東日本」を選択 

!!必ず「 - BYOL」がついている

ことを確認してください!! 
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6. 検証が成功したら、「作成」をクリックして仮想マシンを作成します 
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7. デプロイが完了するまで待機します。デプロイ完了後に「リソースに移動」をクリック

します 

 

↓ 

 

 

8. パブリック IP アドレス等を確認する。Studio や管理ポータルでアクセスする際に使用

します 
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9. シリアルコンソールを使い、仮想マシンにアクセスします。 

 

作成した管理者アカウントでログインします(一度コンソールにフォーカスしてから Enter

を押してください) 
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10. シリアルコンソール上で docker image の確認や docker 起動用ファイル、評価用ライ

センス等の取得を行い、docker image を起動します。 

 

10.1 docker images コマンドで IRIS for Health 2019.2 を確認 

docker images 

 

10.2 wget コマンドで zip ファイルを取得 

wget http://20.188.2.244/ISC_4Com.zip 

 

10.3 ダウンロードした zip ファイルを /opt/以下にコピーして、/opt に移動 

sudo cp ISC_4Com.zip /opt/ 

cd /opt 

 

10.4 zip ファイルの解凍用 unzip をインストール 

sudo apt-get install unzip 

 

10.5 ISC_4Com.zip ファイルを解凍 

http://20.188.2.244/ISC_4Com.zip
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sudo unzip ISC_4Com.zip 

 

10.5 ISC フォルダに移動し、docker-compose.yml ファイルを使用して IRIS for Health の docker image を起動 

cd ISC 

docker-compose up -d 

 

11. 外部から IRIS 管理ポータルにアクセスできるように、Azure 上の仮想マシンのネット

ワーク設定を変更し、51773/52773 の受信ポート規則を追加します 

 

 

12. Web ブラウザを起動し、IRIS 管理ポータルにアクセスします。 
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IP アドレスは 8．で確認した IP アドレスを使用します。 

http://<ipaddress>:52773/csp/sys/UtilHome.csp 

 

 

13.  _SYSTEM/SYS でログインします。パスワード変更画面に遷移するので任意のパスワ

ードに変更します。(ここで設定したパスワードを忘れないようにしてください) 

管理ポータルへは、この後も何度もアクセスするので、ブックマーク等を追加しておくと便利です。 

 

14. 今回のチュートリアルで使用する新規ネームペース/データベース MTA を作成します。 

管理ポータルから システム管理→構成→システム構成→ネームスペースを選択します 

 

 



HL7 FHIR ハンズオンセミナー＠2019/9/14（日本Ｍテクノロジー学会） 

19 

 

新規ネームスペース作成 をクリックします 

 

ネームスペース名に「MTA」を入力し、「新規データベース作成」ボタンを押して新規データベースを作成します。 

 
データベースウィザードでは データベースの名前、データベースディレクトリの 2 か所に「MTA」と入力します。 

このページでは「次へ」、次ページではパラメータデフォルトのまま「完了」をクリックしてデータベースの作成を完了

します。 
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グローバルのための既存のデータベースを選択 欄が「MTA」になっていることを確認し、同様にルーチンのための既

存のデータベースを選択 の箇所も「MTA」を選択します。その後、「保存」ボタンを押してネームスペース/データベ

ースの作成を完了します。 

 

しばらくすると、ネームスペース作成ログが表示されるのでエラーが発生していないことを確認して、「閉じる」をクリ

ックします 

 

 

 

 

15. Windows10 に IRIS for Health アクセス用の Studio2019.2 をインストールします。 

  http://20.188.2.244/Studio-2019.2.0.107.0-win.msi 

からキットをダウンロードし、インストールを実行してください。インストーラーをダブル

クリックして起動し、すべてデフォルトのまま「Next」をクリックしてインストールを完

了してください。 

 

http://20.188.2.244/Studio-2019.2.0.107.0-win.msi
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16. Studio を起動し、作成した Azure 上の IRIS for Health インスタンスにアクセスしま

す。 

InterSystems IRIS Studio を起動し、接続先を登録します 

   

↓IP アドレス部分は 8.で確認した IP アドレスを入力します。 

 

↓ 

ユーザ名 _SYSTEM, パスワードには 13. で変更したパスワードを使用します 

ネームスペースは先ほど作成した「MTA」を選択します 
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17. Studio から演習で使用するソースコードをインポートします。 

配布資料のソースコード\MTA.xml をインポートします。 

スタジオにて ツール→ローカルからインポート を選択し、上記ファイルを選択してインポートします。 

（演習で作成するクラスが足りないために一部エラーが表示されますが、問題ありません。） 

 

 

18. REST サービスのためのウェブ・アプリケーションの設定を行います。 

 

管理ポータル→システム管理→セキュリティ→アプリケーション→ウェブ・アプリケーション を選択します。 
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「新しいウェブ・アプリケーションを作成」を選択 

 

 

以下の情報を入力します。 

名前：/csp/mta 説明：(任意) ネームスペース：MTA 

REST ディスパッチクラス：MTA.PROD.RESTService 

許可された認証方法：「認証なし」、「パスワード」にチェックします。 

入力したら「保存」ボタンをクリックします。 
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「アプリケーション・ロール」タブをクリックし、このアプリケーションに適用されるロールを設定します。データベ

ースへの検索等を実行するために、MTA データベースへのアクセス権を持つロール「%DB_DEFAULT」を追加します。 

 

利用可能 一覧から「％DB_%DEFAULT」を選択し、▶マークをクリックします。その後「付与する」ボタンを押しま

す。 
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アプリケーションロールの箇所に以下のように表示されていたら OK です。 
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3．IRIS for Health の設定手順 
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1. 患者情報を格納する MTA.SQL.Patient クラスを作成します。 

IRIS Studio にて ファイル→新規作成 を選択し、（ アイコンをクリックしても OK です）「Cache

クラス定義」をクリックします。 

   

 

パッケージ名：「MTA.SQL」 クラス名「Patient」を入力し、「完了」をクリックします。(大

文字小文字に注意してください) 

 

以降は、デフォルトのまま、クラスタイプ：「永続（データベースに格納可能）」を選択し、「完了」をクリ

ックします。 
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次に、クラスのプロパティ「PID」を追加します。プロパティは SQL アクセス時にはテーブルにおけるフ

ィールドとなります。スタジオで クラス→追加→プロパティを選択します。 

 

プロパティ名「PID」を入力し、プロパティ属性では「ユニーク」にチェックをいれて、ユニークインデッ

クスも同時に作成します。 

  

→  
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プロパティ PID に SqlColumnNumber 指定を行います。Studio のエディタ画面において、%String の後

ろにフォーカスを合わせて、[ (大かっこ)を入力するとインテリセンスが起動します。「Sql」と入力する

と SqlColumnNumber が候補に表示されるので選択し、値として「２」を入力します。 

→  

 

 

 

残りのプロパティは「IRIS4H 演習補助資料」フォルダの MTA.SQL.Patient.txt の内容をコピーペースト

してください。その後、ビルド→コンパイル を選択してこのクラスをコンパイルします。 

 

出力メニューを見ると、クラスと同時にテーブルもコンパイルされ生成していることがわかります。 
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サンプルデータ 

 

 

次にこのテーブルにサンプルデータをインポートします。管理ポータルでホーム画面から、ネームスペー

スが「MTA」であることを確認し、システムエクスプローラ→SQL を選択します。 

ウィザード→データ・インポート を選択し、サンプルデータをインポートします。 

 

 

1.「インポートファイルが存在する場所」で「マイローカルマシン」を選択します。 

2.「ファイルを選択」をクリックし、サンプルデータ\DemoData_Patient.csv 選択します。 

3.このサンプルファイルのエンコードは UTF-8 になっているので、「文字セット」で「UTF8」を選択し

ます。 

4.インポートするネームスペースを選択してください」：「MTA」 

 インポートするスキーマ名を選択：「MTA_SQL」 

 インポートするテーブル名を選択：Patient  をそれぞれ選択します。 
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次ページはデフォルトのまま「次へ」をクリックします。（SqlColumnNumber 順にフィールドは並んでい

ます） 

 

次ページでは CSV 形式のデータをインポートするため、 

「カラムの区切りにどの区切り文字を使用しますか？」の設定で キャラクタ にチェックをいれ、テキ

ストボックスに「 , 」を入力します。（残りはデフォルトのままにします） 

   

「完了」を推してインポートを実行します。 

 

 

「このタスクはバックグラウンドで実行されます。バックグラウンドタスクページを参照するにはここを

クリックしてください」 

というメッセージが表示されるので、リンクをクリックしてデータがインポートされていることを確認し

ます。Imported 5 rows という表示があれば成功です。 
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「ウインドウを閉じる」 ボタンをクリックして、現在のバックグラウンドタスクのウィンドウを閉じま

す。 

「完了」ボタンを押すと再び SQL 画面に戻りますので、クエリ「SELECT * FROM MTA_SQL.Patient」

を実行してデータが正しくインポートされたか確認します。 
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2. MTA.PROD.RESTServices クラスの実装を行います。 

 

スタジオで MTA.PROD.RESTServices を開きます。 

MTA.PROD.RESTServices ク ラ ス は 、 REST 機 能 を 実 装 す る た め に 、 ％ CSP.REST 、

EnsLib.REST.GenericService の二つのクラスを継承しています。 

クラス内容主要なコンポーネントは REST アクセスの URL と、処理を実装したメソッドを関連付ける

UrlMap XData Block と、処理を実装した各クラスメソッドです。 

最初に、UrlMap に今回実装する FHIR 用の URL と呼び出されるメソッドを定義する Route を追加しま

す。 

 

 

<Route Url="/fhir/Patient/:pid" Method="GET" Call="getPatient"/> を追加します。 

(IRIS4H 演習補助資料の MTA.PROD.RESTServices.UrlMap.txt を参照してください。) 

 

 

次に getPatient クラスメソッドを実装します。getPatient メソッドの中身が空になっていますので、

IRIS4H 演習補助資料の MTA.PROD.RESTServices.getPatient.txt を参照し、内容をコピーペーストし

てください。 

 

↓ 

 

この実装により、<hosturl>/<csp アプリ設定パス>/fhir/Patient/12345 という URL で呼び出された

REST の GET リクエストを受信すると getPatient メソッドが実行されます。 
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3. MTA.PROD.SQLOperation クラスの実装を行います。 

 

SQLOperation クラスは、送られてきた PID 情報を検索キーとして、MTA_SQL.Patient テーブルからデ

ータを取り出し、応答メッセージに結果を格納します。 

通常は SQL アダプタを使用して外部データベースに ODBC/JDBC 経由で検索を行うのが一般的な実装で

すが、今回は同ネームスペースに存在するテーブルに対して検索を実行しています。 

 

スタジオで MTA.PROD.Operation クラスを開きます。 

getPatient メ ソ ッ ド の 中 身 が 空 で す の で 、 IRIS4H 演 習 補 助 資 料 の

MTA.PROD.SQLOperation.getPatient.txt を開きその内容をコピーペーストします。 

 

↓ 
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Interoperability 機能のテスト機能を使用して、このコードが正常に動作するか確認します。 

管理ポータルのトップページから Interoperability→Configure→Production を選択します。 

セットアップ時にインポートしたソースに含まれていた Production を開きます。右側ウィンドウの

「Actions」タブから「Open」をクリックし、ポップアップした画面で MTA.PROD.Production を選択し

ます。 

 

→  

 

プロダクションが起動していないので、「Start」をクリックして開始します。 

MTA.PROD.SQLOperation を選択し、右側メニューの Action タブから「Test」をクリックします。 
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起動したテストツールのページでパラメータとして Pid:「1001」, Type:「Patient」を入力し、「Invoke

～」をクリックしてテスト実行します。Test Results で患者情報が表示されるとテスト成功です。 

 →  

「Visual Trace」リンクをクリックしてテストされた内容を確認することができます。 
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4. MTA.DTL.Patient クラスの新規作成と実装を行います。 

MTA.MSG.PatientInfo クラスを FHIR の Patient リソースにマッピングするための、データ変換クラス

（DTL クラス）を新規作成します。ネームスペースが MTA であることを確認し、Interoperability→Build

→Data Transformations を選択します。 

 

 

「New」 ボタンをクリックし、新しいデータ変換クラスを作成します。 

Package(パッケージ名)：MTA.DTL 

Name(クラス名):Patient 

Source Class(ソースクラス名) : MTA.MSG.PatientInfo 

Target Class(ターゲットクラス名) : HS.FHIR.DTL.vSTU3.Model.Resource.Patient 

Source/Target クラスは直接入力でもかまいませんが、ウィザードの  虫眼鏡ボタンをクリックして

探すこともできます。 

ソースクラスのほうは「メッセージクラス」を選択します。 

 

ターゲットクラスのほうは「システムクラスではないすべてのクラス」を選択します。類似クラスにご注意ください。 
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次のような画面が表示され、左側にソースクラスとなる MTA.MSG.PatientInfo のプロパティ、右側には

ターゲットクラスとなる HS.FHIR.DTL.vSTU3.Model.Resource.Patient クラスのプロパティが表示さ

れます。右側のクラスは項目数が非常に多いですが、この画面の黄色矢印部分をドラッグすることで表示

位置を変更することができます。 
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まずは患者 IDをあらわす「PID」プロパティを FHIR の Patient リソースの Identifier エレメントの value

に格納します。先ほどの図の黄色矢印部分をドラッグし、「Identifier」の先頭の▶をクリックして展開し、

左側の「PID」と右側の「value」を線で結びます。 

 

右側の Target 側がオレンジになった状態で離すと、下の図のように二つの要素が関連付けられます。 

 

 

次は FHIR の name エレメントを作成します。FHIR では name エレメントは HumanName データタイ

プを使用しますが、IRIS for Health にも該当する「HS.FHIR.DTL.vSTU3.Model.Datatype.HumanName」

クラスがあるので、まずはそのクラスのインスタンスを作成します。 

右側の Target から name プロパティを選択し、上部の「--Add Action-」メニューから「set」を選択し

ます、 
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Value 欄に新規インスタンスを生成するコマンド

「##class(HS.FHIR.DTL.vSTU3.Model.Datatype.HumanName).%New()」を入力します。（大文字

小文字に注意してください）コピーペーストする場合は IRIS4H 演習補助資料の

MTA.DTL.Patient(HumanName).txt を参照ください。 

 

 

次に、「use」を選択し、同じように「set」Action を選んで、value に”official”を入力します。 

→  

 

左側ソースの GivenName、FamilyName を右側ターゲットの given(), family に、PID の時と同様に線

を引いて関連付けます。 
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ここで一度コンパイルを行います。 

 

DTL の開発は Studio でも行うことができ、Visual 開発ツール以外に XML 表記のコードも確認できます。 

Studio で MTA.DTL.Patient クラスを開きます。 

 

メニューから 表示→他のコードを表示 を選択するか、 アイコンをクリックすると、XML 表記のコ

ードを表示することができます。この XML コードを変更することもできます。今回は、残りのデータ変換

コードをコピーペーストで入力します。IRIS4H 演習補助資料の MTA.DTL.Patient.txt を開きその内容を

最後の<assign>タグと</transform>タグの間にコピーペーストします。 
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コンパイルを実行後、管理ポータル側のブラウザを再読み込みすると XML 表記のコードの変更が反映さ

れていることがわかります。 
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この DTL を呼び出す MTA.PROD.SQLTOFHIRProcess は今回はすでに実装されているものを使用しま

す。 

管理ポータルからこのビジネスプロセスを開いて内容を確認します。 

管理ポータルのトップページから Interoperability→Configure→Production で Production 画面を

開き、MTA.PROD.SQLFHIRProcess を開きます。Classname 属性の横の虫眼鏡ボタンをクリックして、

ビジネスプロセスを表示します。 

 

 

Data Transformation Class として「MTA.DTL.Patient」が指定されていることを確認します。 
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Production 画面に戻り、SQLOperation と同じ手順で SQLTOFHIRProcess もテストを行います。 

 

 

応答は Stream で取得しているのでテスト画面では表示されませんが、Visual Trace 画面から確認するこ

とができます。最後の応答メッセージを選択して、Contents タブをクリックします。 
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5. ブラウザから REST サービスを呼び出す 

ブラウザから http://<Azure の ip アドレス>/csp/mta/fhir/Patient/1001 にアクセスし、患者情報が

FHIR 形式で表示されることを確認します。 

 

   

   Edge での表示例     Chrome での表示例 

 

 

 

6. Observation の実装にトライしてみてください。 

(ア) MTA.SQL.PulseRate ク ラ ス を コ ン パ イ ル し て 、 サ ン プ ル デ ー タ

\DemoData_PulseRate.csv をインポートしてください。 

(イ) MTA.PROD.RESTServicesクラスのUrlMapに/fhir/Observationのエントリを

追加してください。 

(ウ) http://<azure_ip>:52773/csp/mta/fhir/Observation?patient=1001へのア

クセスをテストします。 
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4．発展編  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



サーバサイドにアクセスする
HTMLファイルの作成
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⽬次
１︓サーバアクセスの基本となるフレームHTMLを作成する

２︓JavaScriptでサーバにアクセスする

３︓データを取得しJSON形式でメモリに格納する

５︓Graph.jsライブラリを参照する

４︓条件式を⽤いて取り出す

６︓Graph.jsのデータ⼊⼒形式に合わせてデータフォーマットを作成する

７︓Graph.jsの表⽰フォーマットを整える

８︓総合テスト
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Gunma University Hospital SIC, Confidential

１︓サーバアクセスの基本となるフレームHTMLを
作成する
HTMLの構造 HTMLタグ︓⼀番外側にくる構造

HEADタグ︓スタイル、コードを格納

BODYタグ︓コードにより出⼒されるHTMLの
ターゲット位置を指定

SCRIPTタグ︓コード実体を記述

Gunma University Hospital SIC, Confidential

１︓サーバアクセスの基本となるフレームHTMLを
作成する
HTMLの構造

＜48＞



Gunma University Hospital SIC, Confidential

１︓サーバアクセスの基本となるフレームHTMLを
作成する
HTMLの構造

②ボタンクリックで、
関数onButtonClick()をコール

③関数onButtonClick()の動作を記述
ここではtextbox2の値を読み込み

④document.getElementId(“output2”).innerHTMLを設定

①画⾯から⼊⼒されたテキストボック
スの内容はJavaScriptから
id_textbox2として認識される

Gunma University Hospital SIC, Confidential

１︓サーバアクセスの基本となるフレームHTMLを
作成する
HTMLの構造

＜49＞
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２︓JavaScriptでサーバにアクセスする

サンプル ①XMLHttpRequestのインスタンスを作成
②テキスト形式を指定
③GET/REST構⽂で欲しいリソースを指定
④構⽂をサーバに送信

読みだしたファイルの表⽰位置

Gunma University Hospital SIC, Confidential

２︓JavaScriptでサーバにアクセスする

サンプル

＜50＞



３︓データを取得しJSON形式でメモリに格納する

サンプル

Gunma University Hospital SIC, Confidential

①XMLHttpRequestのインスタンスを作成
②テキスト形式を指定
③GET/REST構⽂で欲しいリソースを指定
④構⽂をサーバに送信

①応答が200(正常)であることを条件とし割り込み実⾏
②変数名dataに応答テキストをJSON形式でパース⼊⼒

①例えばJSONのラベル内に”id”が存在する場合、
これをdata.idのようにプロパティとして呼び出せる
→FHIRで医療情報のラベル名が固定されることで、
コードの再利⽤が⾮常に楽になることに注⽬する

読み出したファイルの表⽰位置

３︓データを取得しJSON形式でメモリに格納する

サンプル

Gunma University Hospital SIC, Confidential

＜51＞



４︓Graph.jsライブラリを参照する

Graph.jsの元コードでは、<body>内に<script>タグを置き、その中でChartインスタンスを⽣成しながら
データを割り当てている

<script>

</script>

データの内容はJSON形式で記述されて
いることがわかる

→何らかの構造体データを作り、それをJSON化するか、
またはJSONフォーマット⾃体を⽣成して⾃動化

４︓Graph.jsライブラリを参照する

Graph.jsの元コードでは、<body>内に<script>タグを置き、その中でChartインスタンスを⽣成しながら
データを割り当てている

<script>

</script>

＜52＞



４︓Graph.jsライブラリを参照する

Graphタグ︓この中にGraph.jsの実体を記述する

ボタンと実装例

Chartの実体

４︓Graph.jsライブラリを参照する

＜53＞



４︓Graph.jsライブラリを参照する

サンプル

出⼒⾃体がJavascriptとして動くことを指定

出⼒⾃体がJavascriptとして記述されることを指定

X-Yを指定した2次元グラフ折れ線グラフ
X軸の要素ラベル

Y軸 1つ⽬のの数値列
表⽰⾊の指定（⻩緑）
Y軸 2つ⽬のの数値列
表⽰⾊の指定（オレンジ）

４︓Graph.jsライブラリを参照する

サンプル

＜54＞



５︓条件式を⽤いて取り出す

JSON構造体を単純に読み出す関数（JSON配列の再帰呼び出しのアルゴリズムを理解する好例）

５︓条件式を⽤いて取り出す

JSON構造体を単純に読み出す関数（JSON配列の再帰呼び出しのアルゴリズムを理解する好例）

＜55＞



６︓Graph.jsのデータ⼊⼒形式に合わせてデータ
フォーマットを作成する

FHIRデータのcode.textから”Heart Rate”に該当する場合に
その内容を読み込み
→他のデータに応⽤可能

６︓Graph.jsのデータ⼊⼒形式に合わせてデータ
フォーマットを作成する

＜56＞



７︓Graph.jsの表⽰フォーマットを整える
表⽰項⽬を追加する⽅法（このフォーマット⾃体をライブラリ化してもよい）

体温と記述されたテキストを読み込み

Respiratory Rateと記述されたテキストを読み込み

７︓Graph.jsの表⽰フォーマットを整える
表⽰項⽬を追加する⽅法（このフォーマット⾃体をライブラリ化してもよい）

＜57＞



７︓Graph.jsの表⽰フォーマットを整える
異なるグラフを表⽰する⽅法

棒グラフの設定

折れ線グラフの設定

７︓Graph.jsの表⽰フォーマットを整える
異なるグラフを表⽰する⽅法

＜58＞
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お疲れさまでした。
コードは動きましたか︖

８︓総合テスト

Gunma University Hospital SIC, Confidential

参考資料
サンプル

＜59＞



IRIS for Health 評価ライセンスについて

本チュートリアルにご参加いただいました皆様は、IRIS for Healthをローカルマシンなどに
インストールするための期間限定（本⽇より約２ヶ⽉）の評価ライセンスをご提供することも可能です。

もちろん、本⽇のチュートリアルで作成された環境も期間限定（本⽇より約２ヶ⽉）で継続利⽤すること
も可能です。

もし、別環境にIRIS for Healthをインストールして検証されたい場合は、以下までご連絡お願い致します。

インターシステムズ ジャパン株式会社
紺⽊（こんき） tkonki@intersystems.com 03-5321-6200

IRIS QuickStartsについて

IRIS Experience について

 QuickStartsは、5分で終わる InterSystems IRIS の学習コンテンツです。
 機能ごとに内容が分かれ、概要説明のための数分間のビデオと操作を体

験するためのサンプル提供、実⾏⼿順のガイドが付いています。
 ちょっと試したい場合や、機能全般を網羅しながら体験されたい⽅に最

適です。
https://learning.intersystems.com/course/view.php?id=1055&ssoPass=1

 Experience は、InterSystems IRISの興味ある機能について60分程度
で学習・体験できる、オンラインラーニングです。

 QuickStartsのような簡単な流れではなく、じっくり1つの機能を体
験・学習されたい⽅に最適です。

 オンラインラーニング専⽤画⾯を利⽤して、機能解説ビデオの視聴、
確認⽤クイズへの挑戦、IRIS演習環境を利⽤した演習が⾏えます
（コースごとにコース専⽤ 2週間の限定環境が⽤意されます）。

https://www.intersystems.com/learn-play/



技術リソースへのリンク集

 インターシステムズでは、様々な技術情報を提供しています。ぜひご活⽤ください｡

 InterSystems IRIS Experience (英語) https://www.intersystems.com/learn-play/

 InterSystems IRIS QuickStarts(英語) https://learning.intersystems.com/course/view.php?id=1055&ssoPass=1

 オンラインラーニング(英語) https://learning.intersystems.com

 インターシステムズFAQ http://faq.intersystem.co.jp

 Developer Community(英語) https://community.intersystems.com

＊Google翻訳版 http://bit.ly/2wh28v2

 ⽇本語ドキュメント http://www.intersystems.com/jp/library/documentation/

 各種トレーニングコース http://www.intersystems.com/jp/services-support/learning-services/


	00_MTA2019チュートリアル表紙
	99_全体印刷用
	01.要点
	02_チュートリアル要点
	03.Azure~IRIS deployまで
	04.Azure手順
	05.IRIS4H手順
	06発展編
	07発展編
	08ライセンス紹介




